
　2016年は、前年までに引き続き、本市の持つ３つの宝を輝かすための施策を中心に、さまざま
な事業に取り組みました。また、２月には、新市誕生10周年記念式典を開催したほか、10月には、
都城市総合文化ホールが開館10周年を迎えるなど、まさに節目となる１年となりました。
　このほか、４月に熊本・大分両県を襲った熊本地震では、市民の皆さんや行政機関などによる、
物資や義援金の支援、ボランティア活動などが行われました。

◎問い合わせ　秘書広報課　　☎23-3174

●
１
月

・ 

ぼ
ん
ち
く
ん
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
交
付
を
開
始

●
２
月

・
新
市
誕
生
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催

・ 

高
崎
町
新
田
地
区
の
区
画
整
理
事
業

が
完
了

・「
都
城
教
育
の
日
」
を
制
定

●
３
月

・ 

市
内
全
地
区
で
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
設
立
が
完
了

・ 

都
城
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
（
穂
満
坊

地
区
）
が
完
成

●
４
月

・ 

本
市
出
身
の
山
口
絵
美
菜
さ
ん
が
、

本
県
初
の
女
流
プ
ロ
棋
士
に

・ 

熊
本
・
大
分
で
発
生
し
た
巨
大
地
震

に
よ
り
本
市
で
も
震
度
４
を
観
測

●
５
月

・ 

１
８
０
０
人
が
参
加
し
た
都
城
志
布
志

　

道
路
整
備
・
利
用
促
進
大
会
を
開
催

・
高
城
運
動
公
園
屋
内
競
技
場
が
完
成

●
６
月

・ 
市
議
会
本
会
議
で
、
降
灰
収
集
運
搬

業
務
詐
欺
事
件
を
最
終
報
告

・ 

平
成
27
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
で
、
寄

附
金
額
・
寄
附
件
数
と
も
に
本
市
が

日
本
一
に

・ 

菅
内
閣
官
房
長
官
が
、
ふ
る
さ
と
納

税
日
本
一
と
な
っ
た
本
市
を
視
察

●
7
月

・ 

ふ
る
さ
と
納
税
九
州
サ
ミ
ッ
ト
が
本

市
で
開
催

・ 

地
方
発
信
型
の
野
外
音
楽
イ
ベ
ン
ト

「O

ワ

ン

N
E+N

ネ
ー
シ
ョ
ン

ATIO
N

」
が
開
催

●
８
月

・ 

中
学
生
海
外
交
流
事
業
を
10
年
ぶ
り

に
再
開
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ク

イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
に
10
人
を
派
遣

●
9
月

・
郡
元
西に

し
ば
る原

遺
跡
見
学
会
を
開
催

・
山
之
口
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
開
通

●
10
月

・ 

た
ち
ば
な
天
文
台
開
館
25
周
年

・
中
心
市
街
地
中
核
施
設
の
着
工

・
志
和
池
中
央
ふ
れ
あ
い
広
場
が
完
成

・ 

総
合
文
化
ホ
ー
ル
開
館
10
周
年

・ 

プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
、
本
市

ゆ
か
り
の
2
選
手
が
指
名
さ
れ
る

●
11
月

・
都
城
農
業
高
校
開
校
１
０
０
周
年

・ 

都
城
市
長
選
挙
・
都
城
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
を
執
行

・ 

庄
内
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
庄
内
ふ
れ
あ

い
号
」
の
実
証
運
行
を
開
始

●
12
月

・ 

日
本
一
の
肉
と
焼
酎
の
ふ
る
さ
と
都

城
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

・ 

大
相
撲
都
城
場
所
が
早
水
公
園
体
育

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

２
０
１
６
年
の
主
な
出
来
事
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新
市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業
の
ト
リ
を

飾
る
大
相
撲
都
城
場
所

　

快
晴
と
な
っ
た
12
月
11
日
、
東
の
横

綱
白は

く
ほ
う鵬

関
や
西
の
横
綱
鶴か

く
り
ゅ
う竜

関
ら
力

士
と
関
係
者
ら
総
勢
約
２
５
０
人
が
、

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
に
集
結
。

開
場
前
か
ら
、
目
当
て
の
力
士
を
ひ
と

目
見
よ
う
と
、
多
く
の
フ
ァ
ン
が
列
を

作
り
、
新
市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業
の

都
城
場
所
は
満
員
御
礼
と
な
り
ま
し
た
。

笑
顔
の
花
が
咲
い
た
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

地
方
巡
業
の
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
が
多

彩
な
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス
。
市
内
の
小
学

生
が
参
加
し
た
子
ど
も
力
士
の
稽
古
で

は
、
果
敢
に
挑
む
子
ど
も
ら
を
、
体
の

大
き
な
力
士

が
、
片
手
で

軽
々
と
つ
り

上
げ
る
な
ど

ユ
ー
モ
ラ
ス

に
あ
し
ら
い
、

観
客
の
笑
顔

を
誘
っ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
横
綱
の
綱
締
め
の
実
演

や
、
化
粧
ま
わ
し
を
締
め
た
力
士
6
人

が
手
拍
子
を
取
り
な
が
ら
う
た
い
上
げ

る
相
撲
甚じ
ん
く句
、
相
撲
の
禁
じ
手
を
お
も

し
ろ
お
か
し
く
紹
介
す
る
初
切
な
ど
が

披
露
さ
れ
、
詰
め
か
け
た
相
撲
フ
ァ
ン

は
、都
城
場
所
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

手
に
汗
握
る
大
一
番

郷
土
出
身
力
士
二
十
城
も
活
躍

　

都
城
場
所
は
、
幕
下
や
三
段
目
、
序

二
段
の
部
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
と
、
十

両
以
上
の
力
士
ら
の
取
組
の
二
つ
の
構

成
で
行
わ
れ
、
手
に
汗
握
る
一
番
に
観

客
の
熱
い
視
線
が
注
が
れ
ま
し
た
。

　

本
市
出
身
の
二は

た
ち
 十
城じ

ょ
う（ 

山や
ま
ひ
び
き響

部
屋
・

山
之
口
町
富
吉
出
身
）
は
、
序
二
段
の

決
勝
ま
で
勝
ち
進
み
、
寄
り
切
り
で
勝

利
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

結
び
の
一
番
で
、
横
綱
鶴
竜
関
が
横

綱
白
鵬
関
を
寄
り
切
っ
て
勝
利
す
る
と
、

会
場
の
熱
気
は
最
高
潮
と
な
り
ま
し
た
。

受け継がれる伝統の技　～手際の良い土俵づくり～
　力士が熱の入った取組を披露する土俵。都城場所では、
前日の12月10日、職人らが土を運んで慣れた手つきで
固め、事前に用意した俵で円を形づくると、美しい土俵

が姿を表しました。
　また、土俵の周りには、
整然と観客席の位置取りが
行われ、観客を迎え入れる
準備が手際よく進められて
いました。

　本市では13年ぶりの開催となる大相撲地方巡業が12月11日、早水公園体育文
化センターで開催されました。ひいき力士の熱の入った一番を間近で観戦しよう
と、約３千人のファンが来場。今回は、歓声に沸いた大相撲都城場所の様子を特
集します。 ◎問い合わせ　みやこんじょＰＲ課　　☎23-2615

し
ょ
っ
き
り
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平成27年度一般会計決算

　市では、皆さんが納めた税金などがどのように使われているのかをお知らせするために、年に２回、財政
状況を公表しています。
　今回は、平成 27年度の決算状況と、平成 28 年度の予算（９月補正時点）をお知らせします。

◎問い合わせ　一般会計・特別会計について　財政課　　　　☎23-2113
水道事業について　水道局業務課　☎23-4510

歳出
決算総額
813億9,759万円

歳入
決算総額
831億1,138万円

民生費
290億338万円
35.6％

公債費
90億7,154万円
11.1％

土木費
66億6,190万円

8.2％

教育費
54億9,457万円

6.8％

衛生費
46億2,229万円

5.7％

商工費
35億5,197万円

4.4％

農林水産業費
35億4,726万円

4.4％

地方交付税
200億3,766万円

24.1％

その他
125億8,355万円

15.2％

市税
188億602万円
22.6％国・県支出金

173億4,715万円
20.9％

市債
64億2,730万円

7.7％

寄附金
42億4,737万円

5.1％

繰入金
36億6,233万円

4.4％

その他
5億8,707万円
0.7％

総務費
168億6,428万円

20.7％

 

都城市の

　歳入から歳出を差し引いた形式収支は17億1,379万円の黒字、次年度に繰り越すべき財源を差し引いた
実質収支は12億9,214万円の黒字となりました。 消防費

19億9,333万円
2.4％

平成27年度決算状況 平成27年度末市債の状況
会計名 歳　入 歳　出 市債残高 うち交付税措置額 実質負担額
一般会計  831億 1,138万円  813億 9,759万円  773億 5,612万円  592億 4,664万円  181億 948万円

特別
会計

国民健康保険  245億 1,638万円  245億 941万円 － － －
介護保険  164億 4,003万円  161億 4,651万円 － － －
下水道事業  35億 8,540万円  33億 7,943万円  205億 2,204万円  97億 1,429万円  108億 775万円
後期高齢者医療  19億 5,963万円  19億 5,724万円 － － －
工業用地造成事業  ６億 9,228万円  ６億 9,228万円  ４億 8,322万円 －  ４億 8,322万円
農業集落下水道事業  ５億 9,210万円  ５億 8,910万円  37億 1,584万円  21億 4,491万円  15億 7,093万円
簡易水道事業  ４億 4,715万円  ４億 4,715万円  10億 5,395万円  １億 9,192万円  ８億 6,203万円
食肉センター  1億 3,692万円  １億 2,187万円  ５億 158万円 －  ５億 158万円
御池簡易水道事業 8,808万円 8,798万円  ３億 4,414万円 8,764万円  ２億 5,650万円
公設地方卸売市場事業 6,411万円 6,411万円 7,490万円 － 7,490万円
電気事業 3,461万円 2,699万円 1,810万円 － 1,810万円
整備墓地 3,179万円 3,179万円  １億 8,586万円 －  １億 8,586万円

企業
会計

水道事業（収益的）  23億 9,338万円  20億 1,291万円
 91億 5,994万円

－
 91億 5,994万円

水道事業（資本的）  ４億 4,838万円  13億 5,921万円 －
※ 交付税措置額とは、市債残高のうちその償還について、国が地方交付税に算入するとしている額です。
　また、水道事業の不足額は、留保資金などで補てんしています。
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平成28年度一般会計予算（９月補正時点）

都城市の家計簿
一般会計決算を、
月額20万円の家計に置き換えると…

収　入
項　　目 金　額 割　合

給料（市税など） 81,741 40.9%
パート収入（国庫支出金など） 41,744 20.9%
父母からの仕送り（地方交付税） 48,219 24.1%
前月からの繰越金（繰越金） 4,016 2.0%
預金の取り崩し（繰入金） 8,813 4.4%
ローンの借り入れ（市債） 15,467 7.7%

支　出
項　　目 金　額 割　合

食費（人件費） 26,379 13.2%
医療費、保育料（扶助費） 46,408 23.2%
住宅ローン返済（公債費） 21,829 10.9%
光熱水費、日用雑貨など（物件費） 28,278 14.1%
家の修理、車の購入など（投資的経費、維持補修費） 21,553 10.8%
子どもへの仕送りなど（繰出金、貸付金、補助費など） 33,858 16.9%
預貯金（積立金） 17,562 8.8%
翌月への繰越 4,133 2.1%

【歳入】
●地方交付税…国税のうち所得税や法人税、酒税、消費税、たばこ税の一部を、一定の基準で国が交付する税
●市税…個人・法人市民税や固定資産税、軽自動車税など　●国・県支出金…特定目的事業の財源となる国・県の補助金など
●市債…建設事業や災害復旧事業などの財源となる借入金　●繰入金…一般会計、特別会計などの会計間でやりとりする資金
【歳出】
●民生費…高齢者や児童、障がい者などの福祉全般の事業経費　●総務費…選挙や戸籍、税務、庁舎管理などの経費
●公債費…市が発行した市債（借金）返済のための経費　　　　●衛生費…保健衛生や清掃などの経費

用
語
の
説
明

補正予算で実施する主な事業
商店街景観形成事業
　商店街や市民、行政が協働で、中心市街地（中
央通り、牟田・ 宮丸大通り）にプランター約
200 基を設置。年間を
通して花の咲きほこる
状況を創出し、まちな
かの景観形成と通りの
一体感を醸成します。
●予算額　480 万円

地域介護・福祉空間整備等事業
　介護ロボットの普及により、介護従事者の負担
軽減を図り、働きやすい職場環境を整備します。
また、平成 27年度以前
に開設された介護施設
などに、スプリンクラ
ーなどの消防設備を整
備します。
●予算額　4,692 万円

歳出
予算総額
860億1,896万円

歳入
予算総額
860億1,896万円

民生費
319億4,265万円

37.1％

総務費
161億2,893万円

18.8％

公債費
91億3,977万円
10.6％

土木費
70億1,739万円

8.2％

商工費
49億8,518万円

5.8％

教育費
46億9,972万円

5.5％

衛生費
45億2,434万円

5.2％

消防費
21億3,181万円

2.5％
その他

7億1,943万円
0.8％

農林水産業費
47億2,974万円

5.5％

地方消費税交付金
29億8,060万円

3.5％

地方交付税
188億4,970万円

21.9％

その他
97億6,756万円
11.4％

市税
181億4,360万円

21.1％

国・県支出金
209億4,524万円

24.3％
市債

62億5,924万円
7.3％

繰入金
90億7,302万円
10.5％

　当初予算（790億9,000万円）と比較して、69億2,896万円の増額となっています。
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申告期間
１月26日㈭～
３月15日㈬
（土・日曜日および、12時～13時は除く）

市・県民税の申告
が始まります

　期間中は全職員が各会場に出向きますので、本庁および各総合支所窓口での申告
受け付けはできません。11 ページの会場で必ず申告してください。なお、お住まい
の地区以外の会場でも申告できます。 
※確定申告（所得税の申告）をする人は、市・県民税の申告は必要ありません

◎問い合わせ　市民税課　☎ 23‒2123

平
成
29
年
度
市
民
税
・
県
民
税
の

主
な
改
正
内
容

●
国
外
に
居
住
す
る
親
族
の
扶
養
控
除

な
ど
の
書
類
の
添
付
な
ど
の
義
務
化

　

市
・
県
民
税
の
申
告
や
所
得
税
の
確

定
申
告
で
「
日
本
国
外
に
居
住
す
る
親

族
に
係
る
扶
養
控
除
・
配
偶
者
控
除
・

配
偶
者
特
別
控
除
・
障
害
者
控
除
（
16

歳
未
満
の
扶
養
親
族
含
む
）」
の
適
用

を
受
け
る
人
は
、
親
族
で
あ
る
関
係
や

送
金
状
況
が
確
認
で
き
る
書
類
を
添
付
、

ま
た
は
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
給
与
や
公
的
年
金
な
ど
の

源
泉
徴
収
、
ま
た
は
給
与
な
ど
の
年
末

調
整
の
際
に
源
泉
徴
収
義
務
者
に
提
出
、

ま
た
は
提
示
し
て
い
る
場
合
を
除
き
ま

す
。

●
給
与
所
得
控
除
の
上
限
額
の
引
き
下
げ

　

平
成
28
年
分
給
与
所
得
控
除
が
見
直

さ
れ
、
給
与
収
入
と
給
与
所
得
控
除
の

上
限
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

申
告
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）

が
必
要
で
す

　

平
成
29
年
度
の
市
・
県
民
税
申
告
書

と
、平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
書
に
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、申
告
書
を
提
出
す
る
際
に
は
、

次
の
書
類
な
ど
を
持
参
く
だ
さ
い
。

●
本
人
が
申
告
す
る
場
合

① 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
表
面
と
裏

面
の
写
し

② 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
と
運
転

免
許
証
ま
た
は
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の

身
元
確
認
書
類
の
写
し

●
代
理
人
が
申
告
す
る
場
合

　

①
、
②
に
加
え
、
代
理
人
の
運
転
免

許
証
な
ど
の
身
元
確
認
書
類
の
提
示
が

必
要
で
す
。
な
お
、
代
理
人
が
申
告
者

と
別
世
帯
で
あ
る
場
合
は
委
任
状
も
必

要
で
す
。

※ 

確
定
申
告
は
代
理
申
請
で
き
ま
せ
ん

営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の
あ
る
人

　

農
業
な
ど
の
事
業
所
得
が
あ
る
人
は
、

事
前
に
収
入
や
経
費
の
計
算
を
し
て
か

ら
来
場
く
だ
さ
い
。
計
算
が
済
ん
で
い

な
い
場
合
は
、
計
算
し
て
か
ら
受
け
付

け
ま
す
の
で
、
順
番
が
前
後
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、山

林
所
得
が
発
生
す
る
業
務
を
行
う
全
て

の
人
は
、そ
の
業
務
の
帳
簿
な
ど
書
類

の
保
存
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

所
得
税
確
定
申
告

●
期
間　

２
月
16
日
㈭
〜
３
月
15
日
㈬

※ 

土
・
日
曜
日
を
除
く
。
２
月
14
日
㈫
・

15
日
㈬
は
、
年
金
・
給
与
所
得
者
が

対
象

●
時
間　

９
時
〜
16
時 

●
会
場　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

※ 

都
城
税
務
署
で
は
、
申
告
の
受
け
付

け
は
行
い
ま
せ
ん

●
作
成
・
提
出　

会
場
で
申
告
書
を
作

成
・
提
出
で
き
ま
す
。
ま
た
、
来
場
で

き
な
い
場
合
で
も
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
る
確
定
申
告
作
成
コ
ー
ナ
ー

で
、
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で
申
告
、
ま
た
は

郵
送
で
提
出
で
き
ま
す

　

都
城
税
務
署

☎
22

－

４
３
７
７
（
自
動
音
声
案
内
）

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nta.go.jp/

税
理
士
無
料
確
定
申
告
相
談

●
期
間　

２
月
１
日
㈬
〜
28
日
㈫

※ 

土
・
日
曜
日
を
除
く
。
要
予
約

●
場
所　

南
九
州
税
理
士
会
都
城
支
部

各
会
員
の
事
務
所
（
の
ぼ
り
旗
あ
り
）

●
内
容　

所
得
税
、
個
人
の
消
費
税
の

相
談

※ 

申
告
書
な
ど
の
作
成
を
依
頼
す
る
場

合
は
有
料

　

南
九
州
税
理
士
会
都
城
支
部

　
　

☎
24

－

８
８
０
０

給与収入額 1,500 万円
（控除額 245 万円）

平成 28年分の給与収入額
1,200 万円

（控除額 230 万円） 

現　

行

改
正
後

広報 都城 平成29年1月号　10



月 日 時 間 場 所 地 区
小
松
原

1/31
㈫

 9：00 ～ 12：00

 ※
コミュニティ
センター

前田町、平江町、大王町、栄町、
北原町、宮丸町、小松原町

 13：00 ～ 16：30 志比田町

姫
　
城

2/1
㈬

 9：00 ～ 12：00 早鈴町、甲斐元町、西町、都島町、
松元町、上町

 13：00 ～ 16：30 下長飯町、中町、牟田町、八幡町、
蔵原町、姫城町

妻
ケ
丘

2/2
㈭

 9：00 ～ 12：00
妻ケ丘町、若葉町、東町、
上東町、中原町、天神町、
菖蒲原町、花繰町

 13：00 ～ 16：30 上長飯町、一万城町、広原町

祝
　
吉

2/3
㈮

 9：00 ～ 12：00 郡元町、年見町、郡元一～四丁目、
千町、神之山町

 13：00 ～ 16：30
祝吉一～三丁目、祝吉町、
上川東一～四丁目、早水町、
立野町、下川東一～四丁目

横
　
市

3/9
㈭

 9：00 ～ 12：00 都原町
 13：00 ～ 16：30 横市町、南横市町

3/10
㈮  9：00 ～ 12：00 蓑原町

五
十
市

3/10
㈮  13：00 ～ 16：30 鷹尾一～五丁目、南鷹尾町

3/13
㈪

 9：00 ～ 12：00 久保原町、五十町、大岩田町
 13：00 ～ 16：30 平塚町、今町

中
　
郷

1/26
㈭

 10：00 ～ 12：00 石原営農
研修館

尾平野
 13：00 ～ 15：30 石原

2/6
㈪

 9：30 ～ 12：00

中郷地区
市民交流
センター

下安久、正応寺
 13：00 ～ 16：00 川内、上安久、藤田

2/7
㈫

 9：30 ～ 12：00 東豊満、西豊満
 13：00 ～ 16：00 大薗、益貫

2/8
㈬

 9：30 ～ 12：00 高野原、女橋、払川
 13：00 ～ 16：00 大浦、麓、雄児石、嫁坂

月 日 時 間 場 所 地 区

西
　
岳

1/26
㈭

 10：00 ～ 12：00 折田代営
農研修館

武床、猪子石（田野）
 13：00 ～ 15：30 折田代

1/27
㈮

 10：00 ～ 12：00 旧夏尾保
育児童館

牛之脛
 13：00 ～ 15：30 馬渡、御池町

1/30
㈪

 9：30 ～ 12：00 西岳地区
公民館
（クラブ
ハウス）

高野町、田野

 13：00 ～ 16：00 美川町

志
和
池

2/13
㈪

 9：30 ～ 12：00

志和池地
区公民館

丸谷、巣立、万ヶ塚、寿万寺
 13：00 ～ 16：00 薄谷、谷頭

2/14
㈫

 9：30 ～ 12：00 下水流２、下水流３、麓
 13：00 ～ 16：00 下水流１、平原、岩満、崎田

2/15
㈬

 9：30 ～ 12：00 上水流中、森田、上水流東
 13：00 ～ 16：00 上水流西、荒ヶ田、吉行

庄
　
内

2/14
㈫

 9：30 ～ 12：00

庄内地区
公民館

関之尾
 13：00 ～ 16：00 宮島、今屋

2/15
㈬

 9：30 ～ 12：00 東区、千草
 13：00 ～ 16：00 川崎、町区、西区

2/16
㈭

 9：30 ～ 12：00 平田、馬場
 13：00 ～ 16：00 莇、今平、内場、源野

沖
　
水

2/9
㈭

 9：30 ～ 12：00

沖水地区
公民館

都北町、広瀬
 13：00 ～ 16：00 吉尾町

2/10
㈮

 9：30 ～ 12：00 東高木、上金田
 13：00 ～ 16：00 西高木

2/13
㈪

 9：30 ～ 12：00 太郎坊町
 13：00 ～ 16：00 下金田、中金田

月 日 時 間 場 所 地 区

予
備
日

3/14
㈫  9：00 ～ 12：00

 13：00 ～ 16：30
 ※
コミュニティ
センター

（予備日）
3/15
㈬

月 日 時 間 場 所 地 区

山
之
口

1/27
㈮

 9：30 ～ 11：00 永野営農
研修館 永野

 13：00 ～ 15：30 青井岳営
農研修館 青井岳

2/17
㈮

 9：30 ～ 12：00

山之口
地区
公民館

正近、乗平、六十田、田原、下平
 13：00 ～ 16：00 桑原１～３、中原、富吉団地

2/20
㈪

 9：30 ～ 12：00 東、原田、飯起、野上、五反田
 13：00 ～ 16：00 榎木、上森、麓１～４区

2/21
㈫

 9：30 ～ 12：00 街区１～５、向原東、西向原１～３
 13：00 ～ 16：00 西向原５～10、川内、前方

月 日 時 間 場 所 地 区

山
　
田

2/22
㈬

 9：30 ～ 12：00

山田総合
センター

牛谷、万ヶ塚、石風呂、上椎屋、
平山

 13：00 ～ 16：00 竹脇、大古川、長谷、脇之馬場

2/23
㈭

 9：30 ～ 12：00 瀬茅、毘砂丸、修行、北田、池之原

 13：00 ～ 16：00 田中、和田上、倉平、西栫、
瀬之口、百原、中村

2/24
㈮

 9：30 ～ 12：00 古江、山内１～２、上是、下是、
浜之段

 13：00 ～ 16：00 谷１、２、３、５、６、７、８、９

月 日 時 間 場 所 地 区

高
　
城

2/16
㈭

 9：30 ～ 12：00
高城農村
環境改善
センター

第15、第18、第19自治公民館
 13：00 ～ 16：00 第12、新第19、第20自治公民館

2/17
㈮

 9：30 ～ 12：00 第13、第14自治公民館
 13：00 ～ 16：00 第16、第17自治公民館

2/27
㈪

 9：30 ～ 12：00

高城
生涯学習
センター

第１自治公民館
 13：00 ～ 16：00 第２、第６自治公民館

2/28
㈫

 9：30 ～ 12：00 第７、第８自治公民館
 13：00 ～ 16：00 第９、第10自治公民館

3/1
㈬

 9：30 ～ 12：00 第３、第11自治公民館
 13：00 ～ 16：00 第４、第５自治公民館

月 日 時 間 場 所 地 区

高
　
崎

2/10
㈮

 10：00 ～ 12：00 笛水小中
学校クラ
ブハウス

竹元、崎山

 13：00 ～ 15：30 椎屋、後平

3/2
㈭

 9：30 ～ 12：00

高崎
福祉保健
センター

上新田、鍋、旭

 13：00 ～ 16：00 栢木、田平、中央団地、牟礼水流、
荒場

3/3
㈮

 9：30 ～ 12：00 横谷、共和

 13：00 ～ 16：00 三和、蔵元、高坂

3/6
㈪

 9：30 ～ 12：00 谷川、町倉、栗巣、杉倉

 13：00 ～ 16：00 割付、迫間、山神原、野平、上勢西

3/7
㈫

 9：30 ～ 12：00 温水、炭床、新生

 13：00 ～ 16：00 吉村、原村、下新田

3/8
㈬

 9：30 ～ 12：00 田中、権堀、松ヶ水流、東

 13：00 ～ 16：00 小牧、轟、鵜戸、塚原、木下

平成29年度市・県民税申告日程表

※ コミュニティーセンターでは、１月～３月の指定日のみ受け付けますので、
　注意ください。
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公
開
承
認
施
設
記
念
展
　
島
津
の
至
宝

〜
文
化
財
と
地
域
博
物
館
の
魅
力
〜

求
め
ら
れ
る
役
割

　

平
成
22
年
３
月
の
開
館
以
降
、
都
城

島
津
邸
が
取
り
組
ん
で
き
た
都
城
島
津

家
史
料
の
保
存
・
伝
承
活
動
が
評
価
さ

れ
、「
公
開
承
認
施
設
」
と
し
て
国
か

ら
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
史
料
の

保
存
や
展
示
・
公
開
と
併
せ
て
、
学
芸

技
術
や
文
化
財
の
貴
重
さ
を
訴
え
か
け

る
普
及
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

守
る
べ
き
国
民
の
財
産
「
文
化
財
」

　

文
化
財
は
、わ
が
国
の
歴
史
の
中

で
生
ま
れ
、
守

り
受
け
継
が
れ

て
き
た
国
民
的

財
産
で
、有
形
、

無
形
、民
俗
、記

念
物（
史
跡
・
名

勝
・
天
然
）、
文

化
的
景
観
、
伝

統
的
建
造
物
群

の
６
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

公
開
承
認
施
設
「
都
城
島
津
邸
」

　

通
常
、
ほ
か
の
博
物
館
や
美
術
館
な

ど
が
所
蔵
す
る
国
宝
や
重
要
文
化
財
を

展
示
す
る
場
合
は
、
事
前
に
国
の
許
可

が
必
要
で
す
が
、
公
開
承
認
施
設
と
し

て
認
定
さ
れ
る
こ
と

で
、
手
続
き
が
簡
素

化
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、収

蔵
す
る
重
要
文
化
財

の
修
理
費
用
や
、展
示

す
る
史
料
の
輸
送
費

の
一
部
助
成
を
受
け

ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
な

ど
も
あ
り
ま
す
。

　

都
城
島
津
邸
で
は
、

今
回
の
認
定
を
受
け

て
、今
後
、さ
ま
ざ
ま

な
博
物
館
な
ど
の
収

蔵
品
を
展
示
す
る
、魅

力
あ
る
企
画
展
を
開

催
し
て
い
き
ま
す
。

公
開
承
認
施
設
記
念
展

　

都
城
島
津
邸
が
収
蔵
す
る
史
料
は
、

平
成
16
年
に
、
都
城
島
津
家
か
ら
本
市

に
寄
贈
さ
れ
、
都
城
地
域
の
歴
史
を
知

る
た
め
の
史
料
と
し
て
、
活
用
の
道
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

都
城
島
津
邸
は
、
公
開
承
認
施
設
・

地
域
博
物
館
と
し
て
、
南
九
州
に
お
け

る
博
物
館
活
動
の
中
心
的
な
役
割
を
担

い
、
史
料
の
保
存
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
積
極
的
に
展
示
・
公
開
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
地
域
文
化
と
郷
土
愛
の

よ
り
一
層
の
醸
成
の
た
め
、
都
城
島
津

邸
が
取
り
組
む
べ
き
活
動
の
方
向
性
も

紹
介
し
ま
す
。

記
念
展
の
み
ど
こ
ろ

　

記
念
展
で
は
、
都
城
島
津
邸
が
所

蔵
す
る
朝
鮮
国
書
の
ほ
か
、
刀
狩
令

な
ど
の
島
津
家
文
書
、
短
刀
な
ど
国

宝
・
重
要
文
化
財
７
点
を
は
じ
め
、

浮
世
絵
や
薩
摩
刀
な
ど
、
歴
史
的
価

値
の
高
い
史
料
を
展
示
し
ま
す
。

◎
白し

ろ
い
と
す
そ
も
え
ぎ
こ
ん
お
ど
し
よ
ろ
い

糸
裾
萌
葱
紺
威
鎧

　

薩
摩
藩
主
島
津
斉な

り
あ
き
ら彬

が
着
用
し

た
、
平
安
・
鎌
倉
期
の
典
型
的
な
型

の
こ
の
鎧
は
、
戦
の
な
か
っ
た
江
戸

期
、
大
名
が
備
え
た
象
徴
的
な
武
具

で
す
。
牡ぼ

た
ん
も
ん

丹
紋
の
金
具
な
ど
の
装
飾

が
、
藩
主
の

甲か
っ
ち
ゅ
う

冑
で
あ
る

こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

◎
東と

う
か
い
ど
う
ご
じ
ゅ
う
さ
ん
つ
ぎ
の
う
ち

海
道
五
十
三
次
之
内
日に

ほ
ん
ば
し

本
橋

　

歌
川
広
重
が
東
海
道
を
初
め
て
旅

し
た
後
に
描
い
た
こ
の
作
品
は
、
彼

の
浮
世
絵
木

版
画
の
代
表

作
で
す
。
東

海
道
五
十
三

次
は
、
広
重

の
版
画
だ
け

で
30
種
ほ
ど

が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

都
城
島
津
邸
で
は
、
平
成
27
年
８
月
に
、
文
化
庁
か
ら
県
内
で
初
め
て
「
公
開
承
認

施
設
」
と
し
て
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
た
特
別
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。
収
蔵
す

る
都
城
島
津
家
の
史
料
な
ど
を
公
開
し
、
文
化
財
の
大
切
さ
や
地
域
博
物
館
の
重
要
性

な
ど
、
歴
史
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

都
城
島
津
邸　

☎
23

－

２
１
１
６

会　期
１月21日㈯～３月５日㈰

観覧料
大人 400円（350円）
大学生・高校生
300円（250円）
中学生以下無料
※ （　）は20人以上の団体
料金

国宝　天正16年豊臣秀吉朱印状（刀狩令）
島津家文書（東京大学史料編纂所蔵）

英一峰画　士農工商図屏風（板橋区立美術館蔵）

五世市川海老蔵の碓井荒太郎貞光
（足立区立郷土博物館蔵）
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都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展

市
立
美
術
館
収
蔵
作
品
展

む
か
し
の
道
具
展

〜
暮
ら
し
を
便
利
に
し
た
道
具
た
ち
〜

Ｕ
Ｍ
Ｋ
寄
託
作
品
に
よ
る

瑛
九
芸
術
の
迷
宮
へ

「バレーの女」油彩・ガラス

　

小
学
３
年
生
の
社
会
科
の
授
業
に
合

わ
せ
て
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
む
か

し
の
道
具
展
」。

　

今
年
は
、
３
つ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
、

子
ど
も
に
は
不
思
議
で
、
大
人
に
は
懐

か
し
い
道
具
を
展
示
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

文
化
財
課

☎
23

－

９
５
４
７

記
録
す
る
道
具

　

昔
の
カ
メ
ラ
や
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。

８
ミ
リ
動
画
撮
影
機

　

現
在
の
よ
う
に
手
軽
に
動
画
撮
影
を

す
る
機
材
が
な
か
っ
た
時
代
、
家
庭
で

の
動
画
撮
影
は
８
ミ

リ
カ
メ
ラ
が
主
流
で

し
た
。
こ
の
撮
影
機

は
、
６
本
の
レ
ン
ズ

を
使
い
分
け
て
撮
影

し
て
い
ま
し
た
。

家
庭
生
活
で
使
用
す
る
道
具

　

家
庭
で
使
わ
れ
て
い
た
冷
蔵
庫
や
洗

濯
機
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

陶
器
製
湯
た
ん
ぽ

　

湯
た
ん
ぽ
は
、
お
湯
を
入
れ
て
暖
を

　

日
本
の
前
衛
美
術
の
先
覚
者
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
瑛え

い
き
ゅ
う九

。
本
展
で
は
、
平

成
27
年
度
に
Ｕ
Ｍ
Ｋ
テ
レ
ビ
宮
崎
か
ら

寄
託
さ
れ
た
も
の
を
中
心
に
約
80
点
の

作
品
を
展
示
し
、
瑛
九
芸
術
の
魅
力
を

紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

美
術
館

☎
25

－

１
４
４
７

前
衛
芸
術
の
旗
手
「
瑛
九
」

　

宮
崎
市
出
身
の
瑛
九
（
１
９
１
１
〜

１
９
６
０
）
は
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス

ム
（
超
現
実
主
義
）
や
抽
象
な
ど
、
新

し
い
芸
術
運
動
の
重
要
性
を
い
ち
早
く

理
解
し
、
追
求
し
た
美
術
家
で
す
。

　

昭
和
11
年
（
１
９
３
６
）
に
フ
ォ
ト

デ
ッ
サ
ン
集
「
眠
り
の
理
由
」
を
発
刊
。

以
降
、
写
真
や
版
画
、
油
彩
画
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
手
法
を
用
い
て
多
く
の
作
品

取
る
昔
か
ら
の
暖
房
器
具
で
す
。
大
正

期
以
降
に
金
属
製
の
も
の
が
現
れ
る
ま

で
は
、
陶
器
製
が
一
般
的
で
し
た
。

生な
り
わ
い業

で
使
用
す
る
道
具

　

農
作
業
や
大
工
仕
事
で
使
わ
れ
て
い

た
道
具
を
紹
介
し
ま
す
。

八
反
取
り

　

水
田
の
除
草
作
業
で
使
わ
れ
、
日
に

八は
っ
た
ん反

歩ぶ

（
約
80
㌃
）
の
作
業
が
は
か
ど

っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が
つ
い
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
柄
を
持
っ
て
前
後

に
押
し
引
き
し
て
、
水
田
の
表
土
を
か

き
回
し
な
が
ら
前
進
し
、
雑
草
を
取
る

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

企
画
展
の
概
要

●
会
期　

１
月
20
日
㈮
〜
４
月
23
日
㈰

※ 

月
曜
日
休
館
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
そ
の
翌
日
）

●
場
所　

都
城
歴
史
資
料
館

●
入
館
料

大
人
２
１
０
円
（
１
６
０
円
）

高
校
生
１
６
０
円
（
１
０
０
円
）

小
・
中
学
生
１
０
０
円
（
50
円
）

※（　

）は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

●
主
な
展
示
資
料　

昭
和
５
年
頃
の
カ

メ
ラ
や
二
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
、
脱
水
機
付

き
一
槽
式
洗
濯
機
、
氷
冷
蔵
庫
、
炭
火

ア
イ
ロ
ン
、
回
転
こ
た
つ
な
ど

を
制
作
し
、
戦
前
と
戦
後
を
通
し
て
前

衛
芸
術
に
強
い
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
写
真
や
銅
版
画
、
リ
ト

グ
ラ
フ
な
ど
を
中
心
に
、
ガ
ラ
ス
絵
や

初
期
の
油
彩
画
な
ど
、
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
紹
介
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
貴
重
な
作

品
も
展
示
し
ま
す
。

作
品
展
の
概
要

●
会
期　

１
月
５
日
㈭
〜
２
月
26
日
㈰

※ 

月
曜
日
休
館
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
そ
の
翌
日
）

●
場
所　

市
立
美
術
館

●
入
館
料　

無
料

関
連
イ
ベ
ン
ト

【
詩
と
絵
の
出
会
い
〜
瑛
九
と
富
松
良

夫
〜
（
無
料
）】

　

瑛
九
の
作
品
の
紹
介
と
併
せ
て
、
瑛

九
と
親
交
が
あ
っ
た
本
市
出
身
の
詩

人
・
富
松
良
夫
の
詩
の
朗
読
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時　

１
月
22
日
㈰　

14
時
〜

●
場
所　

市
立
美
術
館
図
書
コ
ー
ナ
ー

※
申
し
込
み
不
要

【
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

（
無
料
）】

　

学
芸
員
が
、
作
品
を
分
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
11
日
㈯　

14
時
〜

●
場
所　

市
立
美
術
館

※
申
し
込
み
不
要
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